
4月 3日：獣医師賠償責任保険中央審議会
4月 6日：インターペット 2024に鳥海副会長が出席
4月 8日：第 3回能登半島地震緊急対策本部会議（WEB

併用）
4月 9日：第 90回日本獣医師会雑誌編集委員会

行事等

4月16～19日：  第 39回世界獣医師大会（南アフリカ）に
藏内会長，上野理事が出席

4月23日：令和 6年度第 1回業務運営幹部会議（WEB

併用）

日本産業動物獣医学会・日本小動物獣医学会・日本獣医公衆衛生学会主　催

第 42回 日本獣医師会

獣医学術学会年次大会（令和6年度）

令和7年
1月24日●金～26日●日
仙台国際センター
〒980‐0856　仙台市青葉区青葉山無番地　TEL：022‐265‐2211

会
期

会
場

日本獣医師会獣医学術学会誌投稿原稿の募集について
日本獣医師会学会においては，構成獣医師をはじめ多くの獣医療関係者からの獣医
学術学会誌掲載の研究論文を随時募集しておりますので，奮ってご投稿願います．

学会では，獣医師専門職をはじめ，獣医学系大学の学生，獣医学関係分野の研究者等が学術研究の
発表をされる場として，獣医学術学会誌への投稿原稿を広く募集しています．
日本獣医師会が毎年度開催する獣医学術学会年次大会で一般口演された研究発表等も，是非ともご
投稿いただき，誌面での発表をお願いします．
なお，投稿に際しては「日本獣医師会獣医学術学会誌投稿規程（第 76 巻 12 号 572 頁）」及び投稿
原稿の審査や編集が円滑に行われることを目的に策定された「日本獣医師会獣医学術学会誌投稿の手
引き（第 76巻 12号 576頁）」を参照願います．



2024年度 第 14回　家畜感染症学会シンポジウム・総会

案 内

●開　　会
●企画説明
●基調講演
「ヒト妊娠・出産メカニズムに潜む免疫・代謝学
的視点」

古谷健一（防衛医科大学校名誉教授）
●ランチョンセミナー
●シンポジウム

1　  ウシにおける周産期の細菌感染に起因する
子宮内膜炎が卵胞発育障害を引き起こす機序

山本直樹（岡山理科大学）

2　  ウシにおける子宮内細菌叢と分娩後の 

子宮環境及び繁殖性との関連
八木沢拓也（北海道農業共済組合）

3　  ウシの乳房炎と繁殖機能の関係
磯部直樹（広島大学）

4　総合討論
●総　　会
●意見交換会

テーマ：周産期における生体防御と繁殖機能
日　時：2024年 6月 8日（土）10：30～17：00

会　場：  九州大学西新プラザ（対面）及びWeb開
催（リアルタイム配信）
〒 814-0002　福岡市早良区西新 2-16-23

https://nishijinplaza.kyushu-u.ac.jp

大会長：安尾しのぶ（九州大学大学院農学研究院）

参加費：  正会員・賛助会員：3,000円 

非会員：5,000円，学生無料
事前登録：  https://kachikukansen.infotecs.

jp/202406/mypage202406/mail.php

申込締切：2024年 5月 25日（土）
※  ご参加いただく場合は，事前登録と
事前入金が必要です

 内　　　容 

※プログラムの詳細については学会ホームページ（http://www.kachikukansen.org/）をご覧ください．



獣医学教育モデル・コア・カリキュラム準拠
動物衛生学　第2版

時代に即した実践的内容の
教科書編集に心掛け，新たに
「ICT技術およびロボットを
活用した飼養管理」を加えま
した．さらに，「家畜伝染病
予防法」など関係法規，家畜
伝染病の発生動向など最新情
報に更新し，新たな執筆者も
加わり内容も更新しました．

本書の特徴のひとつは獣医学教育モデル・コア・カリ
キュラムと獣医師国家試験ガイドラインを網羅した内
容であることは初版と同様ですが，コラムによる話題
提供と情報の深掘りが充実しました．

─序文を一部抜粋
初版発行から 6年が経過して内容を更新し，教科書
としてだけでなく動物衛生の現場にも応用できる 1冊
です．

略目次
第 1章　動物衛生学とは
第 2章　日本の家畜防疫の仕組み
第 3章　家畜伝染病の発生動向と国際防疫
第 4章　疾病制御と予防衛生
第 5章　疫　学
第 6章　環境衛生
第 7章　飼養管理衛生
第 8章　動物の中毒
第 9章　動物の排せつ物と衛生
第10章　生産動物の管理衛生
第11章　  伴侶動物，展示動物および野生動物の

管理衛生

編：獣医衛生学教育研修協議会
編　集：  伊藤琢也／河合一洋／末吉益雄／髙井伸二／

樋口豪紀／山口剛士
I S B N：978-4-8300-3291-2
判　型：B5判・ソフトカバー
ページ：496頁
発　行：2024年 3月
定　価：12,980円（本体 11,800円＋税）

問合せ先：文永堂出版㈱
〒 113-0033　文京区本郷 2-27-18

☎ 03-3814-3321

◎新　刊

紹 介



お 知 らせ

日本獣医師会獣医学術学会誌の著者負担金の改訂について
日本獣医師会獣医学術学会誌に係る著者負担金に係る消費税について，従来は料金に含んで対応してきたと
ころですが，編集費や印刷費等の値上がりに伴い，内税での対応が困難となりました．一方，令和 5年 10月
1日から開始される消費税のインボイス制度に伴う消費税額の明示への対応が求められています．つきまして
は，令和 5年 6月 1日以降に発行する請求書から，外税として対応することとしましたのでお知らせします．

1　投稿規程第 9条第 1号関係
筆頭著者が会員構成獣医師及び個人賛助会員（学
生賛助会員を含む．）の場合は，審査料及び掲載料
ともに要しないが，これ以外の者については，次の
審査料及び掲載料を納入する．
（1）投稿時審査料：10,000円
（ただし，学生の場合は，5,000円とする．）

（2）採用時掲載料：50,000円
（ただし，学生の場合は，10,000円とする．）

2　投稿規程 9条第 2号関係
超過頁の作成料：15,000円／ 1頁

3　投稿規程第 9条第 3号関係
原図の作成料：
実費相当額（1枚につき 5,000円程度）

4　投稿規程第 9条第 4号関係
別刷の印刷料：
実費相当額（モノクロ刷り上がり 4頁（表紙付
き）100部につき 30,000円程度）
ただし，カラー印刷を希望する場合は，応相談．

※金額は全て税抜き価格です．
（令和 5年 6月 1日改訂）

第 32回世界牛病学会の開催
第 32 回世界牛病学会（World Buiatrics Congress 2024）が，2024 年 5 月 20日～

24 日，メキシコのカンクンにて開催されます．是非ご参加ください．
https://www.wbcmexico2024.com/




